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第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

患
者
情
報
に

つ
い
て
は
、

北
海
道
に
お
け
る
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
患

者
情
報
等
の
公
表
と
市
町
村

へ
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
」

に
基
づ
き
、
エ
リ
ア
を
振
興

局
管
内
と
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
、
感
染
症
法
の
も
と
、

公
衆
衛
生
上
の
必
要
性
と
個

人
情
報
の
保
護
を
勘
案
し
な

が
ら
、
①
年
代　

②
国
籍　

③
性
別　

④
居
住
地
（
振
興

局
管
内
）　

⑤
職
業　

⑥
症
状
・

経
過　

⑦
行
動
歴
に
つ
い
て
、

患
者
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
、

個
別
に
内
容
を
検
討
し
て
公

表
さ
れ
て
い
る
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や

住
民
の
不
安
を
い
た
ず
ら
に

増
大
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

情
報
は
公
表
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

市
町
村
へ
の
情
報
提
供
は
、

検
査
で
陽
性
と
な
り
、
本
人

に
告
知
し
て
公
表
に
同
意
が

得
ら
れ
た
場
合
に
、
市
町
村

長
に
対
し
、
個
人
情
報
に
配

慮
し
な
が
ら
情
報
が
提
供
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

今
年
に
入
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

世
界
中
に
広
が
り
を
見
せ
、

日
本
で
も
多
く
の
人
が
感
染

し
、
死
亡
者
も
多
数
出
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

北
海
道
で
は
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
、
人
の
動
き

も
徐
々
に
増
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
ま
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。

　

幸
い
本
町
で
感
染
者
は
出

て
い
な
い
が
、
人
の
動
き
が

多
く
な
れ
ば
本
町
で
も
出
る

可
能
性
は
あ
る
。

　

感
染
者
が
出
た
時
の
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
、
情
報
公

開
の
在
り
方
、
関
係
者
へ
の

配
慮
な
ど
、
町
と
し
て
の
対

応
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

問

町
長

深沼 達生　議員

感染者の
情報公開の在り方は

プライバシーの侵害や住
民の不安につながる情報
は公表しない

町長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大

を
防
ぐ
た
め
、
学
校
は
休
校

と
な
っ
た
。
勉
強
の
遅
れ
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
指
導
し
、
取
り

戻
し
て
い
く
の
か
。

問

臨
時
休
校
に

よ
り
減
っ
て

い
る
授
業
時
数
に
つ
い
て
は
、

学
校
行
事
の
中
止
や
実
施
方

法
の
検
討
、
夏
季
休
業
の
短

縮
等
に
よ
り
確
保
し
、
年
間

を
通
じ
て
勉
強
の
遅
れ
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
指
導

し
て
い
く
。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
休

業
期
間
中
に
児
童
・
生
徒
へ

与
え
た
予
習
課
題
の
結
果
を

点
検
し
、
そ
の
理
解
状
況
を

丁
寧
に
検
証
し
て
、
現
在
の

授
業
の
進
め
方
に
生
か
す
取

り
組
み
や
、
理
解
の
遅
れ
が

気
に
な
る
児
童
・
生
徒
へ
の

放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
て

の
個
別
指
導
の
実
施
な
ど
、

き
め
細
か
い
指
導
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
今
後

も
引
き
続
き
取
り
組
む
。

教
育
長

一人ひとりが感染予防に努め
ましょう

学校が再開し、グラウンドにも元気な子どもた
ちの姿が見られるように
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公
契
約
条
例

は
、
自
治
体

発
注
の
建
設
工
事
や
委
託
業

務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
賃

金
の
下
限
額
を
設
け
、
事
業

者
間
の
公
正
競
争
を
目
的
に

し
て
い
る
。

　

下
限
額
の
設
定
に
よ
り
賃

金
が
下
限
額
に
張
り
付
く
可

能
性
や
報
告
書
提
出
の
新
た

な
コ
ス
ト
も
予
想
さ
れ
、
条

例
制
定
の
考
え
は
な
い
。

事
業
に
従
事
す
る
者

の
雇
用
と
適
正
な
労

働
条
件
を
確
保
す
る
こ
と
が

町
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
と
さ
れ
る
「
公
契
約
条

例
」
の
制
定
の
必
要
性
と
推

進
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
事
業
・

工
事
に
係
る

委
託
業
務
に
つ
い
て
は
、
入

札
の
際
に
積
算
内
訳
書
の
提

出
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ

以
外
は
、
提
出
不
要
と
し
て

い
る
。 町

長

問町
長

業
務
委
託
の
入
札

全
般
に
お
い
て
は
、

積
算
内
訳
書
の
提
出
が
基
本

と
考
え
る
が
、
現
状
の
提
出

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

問

公契約条例を制定
する考えは

条例制定の考えはない町長

業
務
委
託
終
了
後

の
実
績
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て
、
基
準
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

問

仕
様
書
に
基

づ
き
適
正
に

行
わ
れ
た
か
、
業
務
日
報
な

ど
で
検
査
し
て
い
る
。

町
長

予
算
編
成
の

際
に
各
課
か

ら
老
朽
化
の
状
況
等
を
確
認

し
、
必
要
な
も
の
は
予
算
措

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が

委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

契
約
の
当
事
者
が
労
働
者
を

使
用
す
る
場
合
の
予
定
価
格

算
出
時
に
お
け
る
人
件
費
算

定
基
準
に
つ
い
て
伺
う
。

必
要
な
も
の
は
予
算
措
置
し
て
い
る

町
長

予
算
編
成
時

に
業
務
内
容

の
仕
様
書
案
を
作
成
。
２
社

以
上
か
ら
参
考
見
積
を
徴
取

し
、
公
共
事
業
労
務
費
単
価

等
も
参
考
に
予
定
価
格
を
定

め
て
い
る
。

町
長

施
設
や
備
品
等
の
老

朽
化
に
伴
い
突
発
的

に
修
繕
を
重
ね
る
こ
と
は
、

時
間
や
労
力
を
含
め
非
効
率

で
あ
る
。
計
画
的
な
更
新
を

進
め
る
こ
と
が
結
果
的
に
余

計
な
事
務
負
担
を
な
く
し
、

作
業
効
率
の
向
上
や
労
災
事

故
防
止
及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

町
長

問

問

川上　 均　議員

大
規
模
な
施
設
等
に

つ
い
て
は
、
一
定
程

度
計
画
的
に
修
繕
等
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
長

期
的
な
視
点
で
の
公
共
施
設

修
繕
計
画
の
必
要
性
に
つ
い

て
伺
う
。

問

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
、
個
別
施
設
ご

と
に
対
応
方
針
を
定
め
る
「
個

別
施
設
計
画
」
の
策
定
を
進

め
る
。 町

長

置
し
て
い
る
。

修
繕
を
重
ね
る
よ
り

も
更
新
を

清水町公共施設等総合
管理計画
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